
【地域活性化総合特区】 たたらの里山再生特区（中山間地域における里山を活用した市民による地域再生の挑戦）

［雲南市］

【目標】

○里山の未利用資源を地域・市民 総がかりで最大限活用する持続可能な地域づくり

【取組概要】

○里山のエネルギー利用の推進

・保安林の指定施業要件に係る伐採の特例措置の活用

・地域活性化総合特区支援利子補給金の活用

○里山の食料供給機能の復活

・農地取得に係る下限面積要件の緩和（ 「農地付き空き家」活用制度の導入）

○里山の小規模多機能自治への挑戦

・「スーパーコミュニティ法人」制度の創設

里山のエネルギー利用の推進 里山の食料供給機能の復活 里山の小規模多機能自治への挑戦

▲「市民参加型収集運搬システム」によるエネルギー生産活動

小型トラックで山へ

山から残材を積んで 土場へ 地域通貨を取得

地域通貨を利用

自宅へ

市内取扱店
で買い物

日本遺産認定を受けた「出雲國たたら
風土記～鉄づくり千年が生んだ物語
～」の舞台である雲南市から“たたら”
に代わる新たな里山活用による地域力
向上モデルを提案する。
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▲地域資源を活かした食のブランド化 ▲全国ネットワーク組織による新法人制度の検討


